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は　じ　め　に

　近年、健康・社会心理学の領域のもと、精神的健康（Psychological

Health）に関する研究が蓄積されている。その中でも、元来、正確に現

実を把握することが精神的健康への促進的要因として考えられてきた認識

が揺らいでいる。その発端と考えられる現象の1つにポジティブ幻想が

ある（Positive　Illusion）。ポジティブ幻想とは、人が現実の情報を歪

め、自分に都合よく認知する現象を意味する（Taylor，1983）。この幻想

は大きく3つの領域に分類されており、それらは（a）自己に対する過剰

なポジティブ知覚（Unrealistically　Positive　Views　of　the　Self）、（b）自

己のもつ統制能力に対する過剰知覚（Exaggerated　Perceptions　of　Per－

sonal　Control；Illusions　of　Control）、（c）非現実的な楽観主義（Unreal－

istic　Optimism）であり、それぞれが精神的健康に寄与していると考えら

れている（Taylor＆Brown，1988）。この1988年に発表されたTaylor

＆Brown論文は、　Web　of　Science上のSocial　Sciellce　Citation　Index

（SSCI）において、2006年2月時点で1862編もの研究論文に引用され

ている。SSCIには世界中の1725誌以上もの雑誌が登録されており、国
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別の引用結果では、米国が70．1％（1306編）を占めているものの、カナ

ダ（10．8％、201編）、イングランド（6．3％、117編）ドイツ（4．1％、76

編）、オランダ（3．4％、64編）、オーストラリア（2．4％、45編）、イスラ

エル（1。9％、35編）、日本（1．8％、33編）と30編以上の引用国だけで

も7力国が確認され、その注目の高さをうかがわせる。

　なぜ、研究者らはこれほどまでにこの現象を捉えようとするのだろう

か。それは、心理学の基礎である西洋哲学における「現実と自己との関連

性を正確に理解することが社会適応において不可欠である」との前提が、

パラダイムシフトをおこすほどの衝撃を受けたからに違いない（Colvin

＆Block，1994）。人が自己の能力を過大視し、運は人が導けるものだと

信じ、将来は安泰であるとの信念を持つといった歪んだ錯覚を抱くことが

人のためになるとは、一体誰が考えるであろう。Taylor（1989）は自ら

の臨床経験から、あまりにも過酷な現実から目をそらすことが時には前向

きに働き、患者に希望を与えることを体験してきた。その経験が彼女の研

究人生に多大なる影響を与え、全てはそこから始まったのであろう。彼女

の理論に対する注目の高さは、人を苦しみから解放させる方法を研究者ら

が模索するきっかけになったからなのか、あるいは単に幻想の不可解さに

興味を示した結果なのかは断定できないが、その効用として理論の早期発

展に貢献したと推察する。

　本論では、Taylor＆Brown（1988，1994）とColVin＆Block

（1994）に依拠し、ポジティブ幻想を扱った主要な研究を概観しながら、

領域ごとの概念の整理を行うこと、次いで精神的健康と関連の深い精神的

幸福感（Psychological　We11・being）に関わる知見を吟味することを目的

とする。

ポジティブ幻想

　ポジティブ幻想とは、単なる認知的エラーのことなのであろうか。Tay－

lor＆Brown（1988）は、認知上のエラーやバイアスを「幻想」という現

象に統合して捉えようとしている。エラーやバイアスとは、もともと短期
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的な失敗や歪みを意味し、不注意や怠慢から生じる見過ごしによって一次

的に生じるものでしかない。しかし、幻想と位置づけることにより、一般

的で持続的なエラーやバイアスのパターンを捉えることにつながるのであ

る。大多数の人がある特定の信念を持つ場合（e．g．，私は世間一般の人よ

りも幸福で有能である）、それを個人単位の偶発的なバイアスと解釈する

のではなく、人が共通の幻想を抱いていると捉えることで、現象のよりよ

い理解を促すことだろう。以下に領域ごとの幻想を紹介したい。

1）自己に対する過剰なポジティブ知覚

　人は、精神的健康に障害のない場合、肯定的に自己を捉える傾向にある

（Greenwald，1980）。肯定的と否定的な性格特性を用いて自己を説明させ

ると、一般的な被験者は肯定的な特性をより自己の特性に近いと述べ

（Alicke，1985；Brown，1986）、平均的他者と自己を比較させた場合は自

己の能力や特性を平均的他者よりも優れていると錯覚する（Alicke，　M．

D．，　Klotz，　M．　L．，　Breitenbecher，　D．　L．，　Yurak，　T．　J．，　＆　Vredenburg，　D．

S．，1995）。これらの傾向は総称して自己高揚バイアス（Self－Enhancement

Bias）と呼ばれ、特に後者は平均以上効果（Above－Average　Effect）との

用語のもと、自己が平均以下である可能性があるにも関わらず、常に自己

を平均的他者より高揚的に評価する傾向を示している。そのような傾向を

持つ人は自己を一般他者と比較した場合、より一層幸せで（Freedman，

1978）、より一層リーダーシップ能力や社会的スキルを発揮すると考えて

いる（College　Board，1976－1977）。注意すべきは、この幻想は人が他者

よりも自己を肯定的に評価する傾向、つまり客観的に考えれば、大多数の

人が他者よりも自己を優れていると錯覚をおこすのは論理的に矛盾がある

にも関わらず、皆そう信じてしまう現象を指している所にある。

　しかし、この幻想を懐疑的に捉える研究（colvin＆Block，1994）によ

ると、Taylor＆Brown（1988）で引用されている文献にも幻想を反映し

ていない例が含まれているようだ。例えば、エリート大学の学生が一般他

者より優れているのは自明であり、特に高揚的ではない。しかし、実際は

エリート学生が「自身の学力」とは関係のない領域（e．g，，親切心、温か
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み）においても、一般他者より優れているとの根拠がないにも関わらず、

自己高揚をしている事実は興味深い（Taylor＆Brown，1994）。また、慢

性疾患の患者においても、同じ疾患を抱える患者より自己の方が体力的に

優れていると信じており、学生に限った現象ではないことが判明している

（Taylor＆Brown，1994）。同様に、平均以上効果においてもその信頼性

が疑問視されている。なぜなら、自己が優れている領域をあえて選択し、

自らの特性に固有な意味合いを持たせることでそのすばらしさを誇張、あ

るいは比較対象として意図的に劣る集団をあえて選択した結果が、平均以

上効果となって現れた可能性もあるからである（Dunning，　Meyerowitz，

＆Holzberg，1989）。しかし、この指摘に対しても、人々はこれらの認知

的方略をも包含した幻想を生み出し、維持しようとしているとの考えが

Taylor＆Brown（1994）によって強調されている。

2）自己のもつ統制可能性に対する過剰知覚

　人は自分の持つ統制可能性（Controllability）についても幻想を抱いて

しまうことが一連の研究で確認されている。統制可能性とは、自己の反応

や行動が環境に影響をもたらすと知覚することであるが、一般的に人は自

己の能力や行動とは随伴性をもたない状況や課題（e．g。，運によって影響

を受ける課題）に対しても、自分の能力で統制ができるという幻想を抱く

傾向にある。また、日本人男性は「集団」における統制可能性において幻

想を抱く傾向にあり、これは文化によって幻想を抱く領域が異なることを

示している。日本人は集団で遂行する課題において、統制可能性に対する

客観性を失うのである（Yamaguchi，　Gelford，　Ohashi，＆Zemba，2005）。

例外として、早うつ傾向の人にはあまり当てはまらないと指摘されてお

り、運が関わると想定可能な課題の場合、より正確で妥当的な結果を予測

することが知られている（Taylor＆Brown，1988）。

3）非現実的な楽観主義

　今生きているこの現実に価値をおく風潮もあるが、人は基本的に未来志

向である（Gonzales＆Zimbardo，1985）。人は過去より現在を、また現
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在より未来を肯定即する傾向にある（Brickman，　Coates，＆Jonoff－

Bulman，1978）。大学生に将来の可能性を尋ねた研究によれば、彼らは

否定的な可能性の4倍もの肯定的な可能性について触れていた（Markus

＆Nurius，1986）。同様に、他者よりも給料がよく、才能のある子供を授

かるといった将来の事象を予測している（Weinstein，1980）。他方、事故

に遭遇したり、犯罪の犠牲者になるといった否定的な事象については、他

者よりもその可能性が低いと見積もりをしている（Perloff＆Fe七zer，

1986）。こういつた客観性を欠く極端な楽観主義も幻想の1つである。

　Colvin＆Block（1994）は、この幻想の特殊性を打ち消す試みとし

て、Alloy＆Ahrens（1987）の研究をとりあげた。この研究では、非担

うつ被験者が自己高揚的なバイアスを現し、抑うつ被験者がバイアスのな

い「バランスのとれた」認知ではなく、より自己卑下的な認知をすること

が明示された。これは、Taylor＆Brown（1988）における憂うつ被験者

は幻想的ではないという指摘に対する反論であり、抑うつ被験者であって

も、現実を正確に把握するだけではなく、否定的側面においては幻想を抱

く可能性があることを示した。つまり、幻想が精神的に健康な者に独特の

現象ではないことが指摘されたのだ。また、楽観主義は肯定的な事象（e．

g．，幸せな結婚や金銭的成功）への可能性を過剰に高く推定させるだけで

はなく、否定的な事象（e．g．，皮膚ガンやH】V）への可能性も過剰に低く

見積もらせてしまうため、今後、リスク回避のための教育が急務であるこ

とが示唆された（Gouveia＆Clarke，2001）。将来の可能性について、何

ごとにおいても楽観的なのは、アンビバレントな効果を生むようである。

　統制可能性においても触れたが、比較文化研究の文脈において、ポジテ

ィブ幻想は注目の的である。従来、これら一連の高揚傾向は個人主義の名

のもと、自己評価の維持と向上が個人的動機として成立している欧米の被

験者（米国、白人、中流階級）において顕著に現れるとされてきた

（Brown，1986，1992；Sedikides，1993）。しかし、日本国を含む東アジ

アにおいてこの現象は発現しにくいことが検証されていたにも関わらず

（Markus　＆　Kitayama，　1991；　Heine　＆　Lehman，　1995；　Heine，

Lehman，　Markus，＆Kitayama，1999）、幻想の普遍性を唱える知見も近
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年紹介されている（伊藤、1999；外山・桜井、2001；Brown＆Kobay－

ashi，2002；小林、2002；Sedikides，　Gaertner，＆Toguchi，2003）。

　このように、ポジティブ幻想の有無における交錯した一連の結果は、幻

想自体の存在を否定するものではなく、幻想を抱く領域やその方向性が文

化によって異なり、対象となる文化にとって最適な形式で人々の間に一般

化されている可能性を提言したものである。人は文化を問わず幻想の持つ

有益性を経験しており、以下でそれらを紹介したい。

精神的幸福感との関連

　幻想を抱くことで人は何を得るのであろうか。高揚的な自己評価は現実

の正確さを欠くが、有益な効果も備えている（Bandura，1989）。人が自

己の評価をいつも正確に捉えることは、失敗を未然に防ぐことにつながる

のかも知れないが、他方、自己の能力を超えるような努力や挑戦には向か

い難い。また、一般的に高揚的自己を保持する人は謙遜的な人よりも成功

しやすいと考えられている（Stemberg＆Kollgan，1990）。ボズニアーヘ

ルチェゴビナ紛争の犠牲者（サラエボ在住、紛争終結後1年経過）を対

象に行った調査において、自己高揚傾向にある被験者は他の被験者よりも

現状に適応的であると申告し、健康、精神的トラブル、人間関係トラブル

と自己高揚との間に負の相関が示された。これらのことから自己高揚が逆

境への緩衝要因になることが確認された（Bonanno，　Field，　Kovacevic，＆

kaltman，2002）。また医療分野からの知見として、　Taylor＆Ammor

（1996）は、心臓病、癌、AIDSなどの疾患を抱える患者との一連の研究

結果において、参加した過半数の患者が同様の疾患を抱える患者よりも自

分は具合がよく、疾患への対応もうまくいっていると考えるように変化す

ること、そして、発病のおかげで以前は持ちえなかった心理的資質（e．

g．，他者への思いやり、忍耐力、生きる意義の向上）が生まれたことなど

を報告している。78名のAIDS患者を対象にした研究では、現実的に死

を受容することが疾患の進行を促進し、その一方で死に対する楽観主義は

延命に貢献することが報告されている（Reed，　Kemeny，　Taylor，　Wand，
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＆Visscher，1994）。　HrV患者を対象にした研究では、　HrVについての悲

観的予測が症状の進行を早めることが確認されている（Reed，　Kemeny，

Taylor，＆Visscher，1999）。統制可能性に対する過剰知覚や将来に対す

る楽観主義が、疾患によるストレスへの耐性だけではなく、健康保護の側

面からも留意されるべきなのである。

　その一方で、縦断的研究においては、自己高揚が低社会的スキル、低自

尊心、低幸福感、学業からの離脱といった否定的側面と関連することも検

出されている（Robins＆Beer，2001；Colvin，　Block，＆Fullder，

1995）。また、自己高揚は、学力向上や大学の卒業率向上への有効的な予

測要因にはなりえず（Robins＆Beer，2001）、短期的効果はあるもの

の、長期的な効果は多少の制約をうける可能性も指摘されており、今後の

発展的議論が期待される。

　ポジティブ幻想とその否定的影響を検討する上で、パーソナリティ要因

としての自己愛性人格に注目した研究も興味深い（John＆Robins，

1994；Paulhus，1998）。自己愛吟人格者は、自己の能力や功績を過剰に

知覚する傾向にあり、ポジティブ幻想と同様の効果を示すと考えられてい

る。Jon＆Robins（1994）は、自己高揚の程度が高い被験者が同様に高

ナルシシズム傾向であることを確認しており、ナルシシズムが一定の役割

を担っている可能性を述べた。しかし、近年の研究では、自己高揚の中に

も私的自己高揚と公的自己高揚が存在し、特に後者は公的な状況下での自

己高揚であり、ナルシシズムや社会的スキルの低さ、場にそぐわない非適

切な自己呈示との関連性が示されている（Taylor，　Lerner，　Sherman，　Sage

＆McDowell，2003）。精神的幸福感にポジティブな影響を与えるのは私

的自己高揚であり、こちらは自己呈示的側面を持ち合わせておらず、当初

からの主張を継続してサポートしているようだ。

最　　後　　に

　Taylor＆Brown論文の掲載から20年以上が経過してもなお、概念の

曖昧さや不明瞭さを排除しようとする姿勢がうかがわれ、ポジティブ幻想
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が精神的幸福感を促進するとの知見とそのような指針に懐疑的な知見が、

相補的に混在している。生理・臨床・健康、そして社会心理学の名のも

と、ポジティブ心理学の領域が確立し、精神的幸福感の意義がより明白化

している今日、本論で紹介したような多様な検証結果は、より総体的でシ

ステマティックな概念モデルの構築に役立つことであろう。特にアジア諸

国の研究者らは、欧米を主体とした民族中心的な解釈だけでは固有文化の

特殊性を見過ごしてしまう危険性を唱えており、社会心理学の主要テーマ

でもある文化をどのように組込むかが、今後の重要な役割を担うものと考

えられる。さらに、ポジティブ幻想をより実証的な現場経験に適合させ、

抽象的ではない日常的な精神的幸福感との関連を今後検討することによっ

て、より具体的なレベルでの社会心理学的貢献につながるのではないか。

　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　A　number　of　previous　studies　have　discussed　the　validity　and　the

benefit　of　Positive　lllusions，　namely，　unrealistically　positive　views　of

the　self，　illusions　of　control，　and　unrealistic　optimism．　ln　this　article，

first，　key　studies　were　reviewed　carefully　to　organize　the　concepts　of

each　illusion．　Then，　the　relationship　between　illusions　and　psychologi－

cal　well－being　was　discussed．
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